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唐
の
天
守
時
代
に
於
け
る
河
西
逆
進
防
軍
の
衣
糧
給
輿
に
就
き
て

第
四
番

二
八

第

1
解

二
八

ヽ

居
の
天
資
時
代
に
放
け
る
河
西
遠
退
防
軍
の
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て
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)

邦

沌

利

貢
'

唐
朝
は
高
讐

武
莞

年

閑
讐

苛

競

よ
晶

毒

の
天
赫
四
年

髭

t
誤

加
科

量

る
吾

･
大
約
二
百
九
十
年
間

の

存
規
王
朝
で
あ
る
が
'
其
の
間
に
兵
制
が
三
度
壁
連
し
た
.
『
新
暦
害
』
毛
五
+
.
兵
志
に

古
着
兵
法
越
]t於
井
田
?
自
l]用
筆

王
制
壌
而
不
レ
復
O
要
一於
府
兵
?
如

7
寓
､乏

於
農
?
共
偲
巌
教
養
｡
書
材
行
事
O
動
作
休
息
｡
骨
有
一一腎
EE
Y

錐
>
不
払

レ
合
]]古
法
二
恵
撃

其
大
意
L希
o
些

局
組
太
宗
之
所
二以
寧

也
｡
至
..芙
後
代
?
子
孫
騎
窄

小̀
レ
学

課
守
壷

撃

其
削
?
･
･

暦

有
二天
下
,
l
l官
飴
年
o
Tm
兵
之
大
勢
三
壁
.
共
始
盛
時
有
二府
具
?
府
兵
後
腹
而
寧
]劫
騎
?
頚
騎
又
磨
而
方
鍔
之
兵
痛
英
.
及
]真

末
J也
.
蛋

臣
惇
滑
共
布
,ttK
下
7
両
天
子
亦
自
学
]uK
於
京
師
7
日
.l薬
軍
?
共
後
天
子
扇
｡
方
錨
頭
｡
而
柄
退
以
亡
威
名
.
措
筒
之
勢
僅
レ
然
也
｡

と
あ
る
｡

即
ち
南

北
朝
時
代
の
西
貌
･
北
問
に
其
の
制

の
淵
.*
を

蟹
し
'

隅
朝
に
於
て
左

右
朝
街
･
左
右
膜

除
荷
･
左
右
武
衛

･
左

＼
右
屯
衝

･
左
右
禦
衛

･
左
右
候
衛
の
十
二
衛
の
関
都
守
備
軍
の
組
織
せ
ら
る
る
や
'
何
れ
も
将
軍
あ
り
て
諸
府
の
兵
を
分
統
す
る
と

共
に
.
そ
の
兵
員
は
天
下
に
設
置
し
た
る
府
の
兵
よ
-
之
を
戎
む
る
原
則
な
-
L
が
~
暗
部
の
国
道
短
か
-
し
璃
､､

ぁ
生
り
成
績
を

見
ず
し
て
絡
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'
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晶

襲
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た
る
唐
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'
太
宗
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警

年
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に
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兵
府
姦

べ

て
折
衝
府
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し
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･
巾

･
下
の
三
枚
と
L
t
天
下
十
道
に
府
を
畳
′
主

と
紙
計
六
雪

二
十
四
府
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謂
府
兵
制
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･
左
右
武
術

･
左
右
威
術

･
左
右
領
革
街

･
左
右
金
吾
織
の
所
謂
左
右
十
二
街
並
に
太
子
左
右
街
率
府

･
左
右
率
府
親
府
動
府
欄

府

･
太
子
左
右
司
禦
郵
相

･
太
子
1tl有
精
JTp
不
偏

･
太
子
左
右
監
門
孝
和

･
太
子
左
右
内
密
府
の
所
謂
一ハ
牢
肘
の
兵
即
ち
析
謂
術
士

＼は
都
べ
て
此
の
折
衝
府
の
兵
が
輪
番
に
上
室

父
替
服
務
し
た
｡
此
の
府
兵
は
徴
兵
fhH
に
揺
る
も
の
に
し
て
募
兵
に
は
非
す
､
そ
の
常

揃
の
楓
数
は
略
ぼ
六
.於
義

人
内
外
･Ll層

へ
ら
れ
て
居
り
'
而
し
て
府
兵
よ
-
輪
番
上
京
し
て
禁
軍
に
凝
る
も
の
は
常
時
略
ぼ
拾
常
人

ば
か
り
で
あ
っ
た
｡

之
に
対
し
て
揮
ら
肘
噂
遮
防
の
璃
の
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に
存
し
た
る
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と
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と
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し
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初
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衝
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接
携
し
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し
て
内
外
璽
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た
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水
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･
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･
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の
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級
に
分
れ
て
ゐ
て
.
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の
最
小
な
る
下
戊
の
定
貞
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三
十
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未
嘩
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し
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そ
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-ぐ
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･
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唐
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道
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速
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軍
の
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率
官
と
し
て
は

l
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苑
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恐

管
が
め
り
.
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に
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部

好

と
故

桐
せ

ら
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.
k
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時
代
に
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硯
に
行
程
征
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に
従
幕
中
の
大
和
滑
即
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地
場
に
在
る
大
都
膝
た
特
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歪

量

る
表

替
に
し
て
背
任
宗

の
者
晶

警

俗
苧

る
風
量

じ
'
禁

の
景
軍

事

鴎
墜

望

】

甲

に
賀
慧

嗣
を

以
て
涼
州
都
督
河
西
節
度
使
に
任
じ
た
る
よ
り
以
遠
'
節
度
使
が
は
上
め
て
正
式
の
官
名
と
濁
り
~
之
よ
り
開
元
の
初
期
頃
ま
で
に

ば
'
本
詰
所
題
の
河
西
道
は
甚
だ
そ
の
因
縁
の
深
い
地
方
で
あ
る
詩
で
あ
る
｡
斯
-
唐
の
節
度
使
の
設
置
は
景
雲
二
年
の
河
西
節
度

使
以
葬
の
こ
と
で
は
あ
る
が
'
其
の
嘗
質
は
夙
に
寧
初
よ
り
中
原
の
府
兵
制
と
相
山必
び
て
存
在
し
た
る
も
の
に
し
て
'
庸
一初
以
雅
の

達
塞
屯
防
の
兵
制
で
あ
-
'
後
に
至
-
て
之
が
帝
兵
制
の
顧
薮
に
乗
じ
て
長
頭
し
､
盆
に
暦
朝
を
滅
亡
せ
し
め
た
の
で
あ
る
｡

折
衝
府

･
軍

･
守
捉

･
城

･
鋲

･
戊
の
恥
は
関
元
時
代
以
前
の
唐
朝
の
完
備
充
責
せ
る
内
外
の
兵
制
な
る
が
､
此
の
中
の
速
防
軍

に
就
き
て
'
特
に
そ
の
鍛

･
成
各
等
の
み
の
関
元
時
代
の
兵
員
の
紙
数
を
見
て
も
'
其
の
敦
は
茸
に
彩
多
し
く
し
て
'
円
地
の
六
官

三
十
四
桁
橋
府
の
兵
の
組
数
と
伯
仲
の
間
に
在
る
｡
開
元
時
代
の
制
に
て
は
上
鉄
定
員
五
百
人

･
中
鋸
三
百
人

･
下
笹

二
百
人
未

満
'
上
成
定
貝
LFj拾
人

･
中
些

二
十
人

･
7
戊
三
十
人
未
満
で
あ
る
か
ら
､
之
を
総
計
す
れ
ば
略
ぼ
六
4
･:貰
よ
-
七
拾
蔦
の
間
に
あ
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り
し
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
'
以
て
達
防
の
充
萱
せ
し
こ
と
を
推
知
し
得
る
｡
『
賛
精
通
淀
』
撃
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を
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て

く〟
-韓姥は駆

康
行
賓
飴
蒜
原
顎
千
度

.

白
棒
=-
可
汗
7
張
祝
蓉
レ
兵
追
討
.
鳩
,
之
｡
柊
義
弟
平

準

三

十
諌
戯
7
位
レ
還
レ
農
｡
始
書
芸
ハ充
,l宿
衝
?

先
/
見
抜
達
成
兵
営
六
十
除
幕
｡
試
以
三
時
無
]]演
題
7
奏

と
あ
る
O
開
元
十
年
以
前
の
完
備
せ
る
退
防
軍
の
維
兵
員
数
｣ハ
拾
懇
篤
JL
あ
る
は
､
魚
が
錬

成
設
置
の
級
数
蛙
に
共
.の
三
等
毅
の

定
員
数
に
接
-
て
計
算
し
た
る
結
果
の
楓
兵
員
数
と
甚
だ
し
い
懸
隔
が
頻
小
か
ら
.
兜
づ
･kJ約
六
拾
粛
乃
至
七
輪
寓
の
問
に
あ
-
レ

･J
JJ
は
略
ぽ
信
ぜ
ら
れ
る
と
配
転

こ
れ
が
帽
誼
の
厭
講
に
摘
-
て
約
匹
拾
常
乃
署
五
拾
宗
に
減
少
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
､
Ljれ

は
別
兵
に
L
tr
l.
決
し
て
漣
防
軍
の
質
の
低
下
で
は
な
-
'
兵
員
数
は
減
少
し
て
も
獲
ほ
充
篭
し
た
も
の
で
あ
っ
た
O
俳
園
観
立
置

書
給
所
燕
煉
燥
散
見
文
書
第
武
六
五
七
枕

･
同
第
武
八
C
)容
故
及
び
同
第
巷

C
)書
流
は
等
し
-
天
賛
六

･
七
･
八

･
九
戟
頃
の

『
丁

男
計
帳
残
準
D
で
あ
る
が
t
LJ
れ
に
明
記
せ
る
敵
役
に
相
常
に
土
錨
な
る
名
辞
の
見
え
る
の
は
'
其
の
土
地
の
鋸

･
戊
の
兵
と
し
て

服
持
せ
る
こ
と
聖
不
せ
る
も
の
に
し
て
､
仮
設
の
糾
兵
役
の
遼
防
軍
が
展
面
目
に
規
定
通
り
に
賓
施
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
詮
す
る

も
の
で
あ
る
.
乃
ち

1
例
と
し
て
備
圃
第
武
八
O
重
視
の

『
丁
男
計
帳
残
寒
』
聖
不
す
と
次
の
如
-
で
あ
る
.

〔
首

部

挟

紙

幅
〕

男

懐
本

載
升

l

晶
子

土
領

左
進
賢

載
冊
七

上
桂
団
子

士
範

府
の
天
守
時
代
に
於
け
る
河
西
通
過
錆
軍
の
衣
糧
給
典
に
就
き
て

第
円
雀

三
1

第

1
競

三

7



牌
の
天
蟹
時
代
に
於
け
る
河
西
避
退
防
草
の
衣
梢
給
輿
に
就
三
J

第
四
巻

三
二

第

一
光

三
二

左
業
務

戟
六
十
三

批

虫
1
J,

質

楚
楚

王
座
新

馬
含
嘩

梁
元
譲

′
弟

守
的

升
懐
爽

王
桁
相

磯
〃=t
進

悲
+
/
順

避
小
臣

王
威
蘭

載
冊
九

枚
肘
七

戟
十
九

打
似

‖Lr

-じ

戟
州
六

載
廿
三

載
榊
四

載
五
十

二

戟
仙
九

載
六
十
六

戟
榊
上

載
十
九

載
耕

一

載
十
九

載
廿
九

老
男

上
桂
園
子
的
資

衛
士

次
男

太
守
執
衣

ヒ
桔
組
子
師
資

白
丁
姥
残

材
花

白
丁
土

鏡

上
妊
園

子
紙
質

上
庄
国
子

土
銭

上
枝
園
子

,%
走

老
男

騎
都
尉

郡
上

次
男

渠
頭

白

丁

倖
丁

攻
男

倖
丁

上

梓

観
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二
向
大
慶

弟

英
秀

避
仙
嘩

張
車
齢

弟

思
息

張
英
俊

tfCJl
刀胴

敏
一ハ
十
七

載
廿
九

戟
廿
六

載
五
十
五

載
仲

裁
五
十
四

朝来
丁工
T
〓
L

トにし
ー｢
一ヽ

毒
-T
Jノ

采

崇
量

載

五
十

二

親
陶
兄

載
升
七〔以

老
男

上
程
園
子

土
錯

上
任
国
子

土
鏡

上
程
団

塊
疾

護
軍

柄
賛

瑚
街
覧bLt一L/

六
.'｢{

瑚
衝

晶
子

土
準

下

挟

紙

幅
〕

右
は
昔
時

の
沙
州
倣
燈
郡
十
二
面

の
中
の
或
る
郷
の

『丁
男
計
帳
戎
巻
』
た
る
こ
と
の
明
確
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
此
の
士
鏡

の
任
に
嘗
る
男
子
は
'
申
す
迄
も
な
-
河
西
道
管
下
の
鏡

･
成
の
兵
で
あ
る
｡
そ
の
如
何
な
る
鏡

･
戊
な
り
し
か
は
後
節
に
於
て
自

ら
略
ぼ
分
明
と
な
る
筈
で
あ
る
｡

然
る
に
開
元
時
代
の
後
年
期
を
経
過
す
る
間
に
'
天
下
の
泰
平
な
る
に
馴
れ
て
武
備
を
軽
税
す
る
凪
を
助
長
し
'
府
兵
制
が
漸
次

弛
壊
し
'
天
賓
時
代
に
入
-
て
折
衝
府
は
仝
-
有
名
無
音
の
存
在
と
為
っ
て
釆
た
｡
『唐
曾
要
』
巻
七
十
二
.
府
兵
の
僕
に

居
の
天
智
時
代
に
於
け
る
河
内
道
道
防
軍
の
衣
糧
給
典
に
裁
き
で

第
四
巻

三
三

第
1
硯

三
三



唐
の
天
皆
時
代
に
於
け
る
河
西
道
連
防
軍
の
衣
糧
給
輿
に
就
き
て

第
四
啓

三
四

第
1
既

三
四

＼

天
宮

入
戟
五
月
九
日
D
停
三
折
衝
上
府
下
]L魚
書
?
以
Ti寧
一兵
可
ア
交
O
至
二末
年
?
折
衝
府
但
有
.真
野

其
軍
士
戒
告
六
駄
鍋
幕
換
桂
並
歴
｡

ど
あ
る
が
'
『
新
暦
菩
』
蕃

五
+
.

兵
志

に
は
更
に

詳
細
に
其
の
拙
祝

を
侍
へ
'

魚
著
の

停
止
も
李
林
甫
の
蓉
議
に
擦
る
な
-
と
あ

る
｡
白
く

申
兎

観
.山
筒
｡
朗
闘
'二
詫
ヌ
稗
抑
Y.駄
LJ

士
幣
柴
二純
綿
ぺ
八
斬
新
筏
謂
府
lAHi
撃
一兵
可
Li焚
｡

李
林
甫
送
諸
件
三
上
下
魚
苔
丁
英
検
従
有
)]
異

教

甘
置
?
lB
戎
籍
駄
馬
銅
市
税
槙
鶴
腔
尖
.

故
障
府
人
日
新
i1
3蔽

街
.僻
H
l藤

甘
二
.Ⅶロレ
伴
.南
天

千
?
室
/
草
間
佐
然
u
Tt暇
人
ゐ

=髭
故
;
京
帥

人

不
レ
能
レ
愛
レ
甲
安
｡

賓
際
'
安
藤
山
の
叛
す
る
や
､
賊
軍
を
征
討
す
る
篤
の
園
豪
の
正
規
兵
無
き
に
苦
し
み
､『
菅
唐
音
』
巷
九
.
玄
某
本
紀
下
期
兄
の

如
-
.
天
軍

四
載

器

一
票

完

十

1
月
丁
丑
-

京
兆
牧
の
柴
王

警
河
芸

慶
の
高
仙
芝
と
が
そ
れ

-
元
帥

･
副
元
帥

と
璃
-
て
毒
男
兵
牡
招
漬
し
て
拾
寓
の
天
武
健
兇
軍
を
編
成
L
t
ま
た

『
冊
府
元
租
Eg
等
の
書
籍
に
所
見
の
如
-

'同
年
河
南
に
詔

し
て
武
士
健
兄
五
千
人

･
店

1
千
疋
を
火
急
に
訓
練
し
'
ま
た
衝
碁
楼
刊
本
の
『
詮
邸
』
撃

ハ
に
収
む
る
宋
の
荘
鰐
の
『
範
肋
踊
』
所

′ヽ

見
の
荊
甫
白
碑
辞
の
暦
碑
に
劃
せ
る
唐
の
官
街
に
あ
る
如
く
'
､招
嘉
健
見
任
を
以
て
天
下
に
勤
王
の
菱
勇
軍
を
募
る
べ
く
狼
狽
せ
る

の
で
あ
り
'
天
武
軍
の
如
き
磨
急
軍
除
の
細
粒
の
属
に
は
先
づ
招
嘉
健
見
任
と
謂
ふ
官
制
上
に
規
定
せ
ら
れ
ざ
る
臨
時
官
を
設
け
て

天
下
に
轟
勇
兵
を
招
暮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o
そ
の
衛
士
を
出
だ
す
府
兵
が
斯
-
の
如
-
で
あ
る
か
ら
､
国
都
の
禁
軍

も
亦
そ
@
名
あ
る
の
み
に
し
て
'
『
唐
禽
要
』
巻
七
十
二
'
軍
雑
録
の
僕
に

天
蟹
末
D
天
子
以
])中
質
太
平
?
修
二文
教
?
塵
t哀

情
一｡
錦
]]弟
錦
7
川
野
一天
下
豪
傑
?
於
レ
是
政
三軍
器
I者
有
Ⅴ
鮮
O
夢
一圏
散
.者
有
レ
隷
O
習
=弓

矢
哀

菊
l
非
G不
省
子
弟
軍
武

官
】軍

父
兄
接
l
j/八
不
レ
歯
｡
惟
遼
州
軍
義

兵
7
中
原
乃
包
二英
文
甲
?
示
レ
不
一姦

用
?
人
妻
レ
老
不
レ
間
二
戟
賢
二
ハ
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軍
諸
衝
之
士
｡
皆
市
人
自
社
o
富
者
販
二相
撃

食
,]梁
内
?
壮
者
斉
抵
抜
河
.
勉
大
在
故
.

日
以
凝
固
.
有
島
TF
r股
懐
｡
不
レ能
迄

旨

｡
其
後
監

東
而
反
｡
非
レ
不
レ
幸
血
.

と
あ
る
通
り
で
あ
っ
た
が
'
喝
-
遠
州
閲
境
の
兵
の
み
は
却
り
て
増
加
せ
ら
れ
て
ゐ
た
｡
こ
れ
は
北
方
の
諸
民
族
よ
り
任
冠
を
受
-

る
こ
と
が
多
-
な
-
L
が
馬
に
し
て
F
折
衝
府
に
比
較
す
れ
ば
恒
に
緊
張
す
る
状
勢
に
置
か
れ
て
ゐ
た
O
大
腰
府
兵
と
連
防
軍
と
は

諸
種
の
鮎
に
於
て
後
者
の
方
が
安
定
的
に
し
て
'
武
重
に
専
念
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
は
れ
る
｡
即
ち
方
鋲
の
制
は
常
に
散
面

に
封
し
屠
れ
る
の
み
な
ら
ず
'
之
を
統
率
せ
る
軍
牌
は
部
下
兵
卒
を
私
兵
の
如
-
考

へ
て
'
其
の
生
酒
の
安
定

･
身
分
の
確
保
に
努

め
'
兵
卒
も
亦
筆
耕
に
判
L
tTJ
F
･1H
縦
的
即
急
を
抱
懐
す
る
こ
と
弧
く
.
.而
し
て
軍
鼎
た
る
節
度
使
の
支
配
す
る
地
境
に
放
て
は
t

.判
定

ヒ
と
山人
)
内
定
ヒ
:
'J,j'
)
=.
TT
‥
･'】
-
I.ヒ
､
=
i
･ー
rJ
L
l
二
､
)
..1
ー
.

等
の
革

民
た
る
か
の
賊
を
呈

し

た
o
AJ
れ
は

正

に

『
新
暦
書
』
巻
五
七

兵
志
に

及
.]府
兵
法
填
.而
方
鋲
盛
O

武
夫
停
滞
n

維
]t無
′
事
時
?
琴

壷

険
.専
二方
面
叫
既
有
']其
土
地
?
又
有
三共
人
民
?
又
有
']其
甲
兵
.]
又
有
真

府

警

以
布
一丸

天
下
?
然
別
方
銘
不
仁
得
レ
不
レ
雫

京

師
不
′
待
/
不
′璽

故
jj
義

置
之
勢
使
y森

者
以
レ
此
也
0

.

と
論
ぜ
る
通
で
あ
る
っ

府
兵
制
に
比
較
し
て
有
力
な
る
根
抵
牢
固
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
れ
ば
'
方
供
は
如
何
し
て
も
白

ら
極
大
と
男
ら
ざ
る
を
得
な
い
韓
で
あ
る
｡
比
等
の
遼
防
軍
園
に
は
'
封
夷
秋
の
細
係
事
情

の
如
何

･
軍
略
的
地
形
的
事
情
の
如
何

等
よ
-
其
の
傭
兵
に
大
小
あ
-
て
必
ず
し
も

1
様
な
ら
ざ
る
は
'
後
節
に
於
て
河
西
道
の
そ
れ
と
の
此
較
上
詳
細
に
惑
ぺ
む
と
す
る

過
-
で
あ
る
が
'
簡
軍
に
例
示
す
れ
ば
､
花
陽
道
の
如
-
'
寅
大
な
る
地
域
'
今
日
の
東
北
頚
純
正

一
帯
に
居
任
せ
る
葵

･
契
丹
韓

民
族
に
封
す
る
も
の
は
軍
の
敦
が
十
六
に
達
せ
る
,O
の
あ
-
'
瀧
右
道
の
如
く

吐
春
に
封
抗
す
べ
-
軍
の
数
が
十
八
･

守
碇

の
数

倍

の.1天
賀
時
代
に
於
け
る
河
西
追
返
防
軍
の
衣
糧
給
典
に
就
き
て

第
四
巷

三
五

弟

一
叢

三
五

て

r

芳

香

慧

盈



席
の
天
蟹
時
代
に
於
け
る
河
西
試
適
防
軍

3衣
糧
給
輿
に
就
き
て

第
四
番

三
六

帝

1
妨

三

六

が
三
と
謂
ふ
様
な
も
の
も
あ
る
｡
最
小
組
織
の

戊
は
戊
主
が
之
を
統
率
す
る
が
'
軍

･
城

･
守
糎

に
は
そ
れ
ノ

ぐ1そ
の

統
率
者
と
L

t
て
の
債
が
あ
り
'
鍛
鼎
も
後
に
鉱
促
と
改
稗
せ
ら
れ
'
軍
使

･
城
便

･
守
捉
俊

･
銭
度
は
都
べ
て
大
都
督
の
麿
下
に
展
し
､
而
し
て

止

の
+/
都
骨
が
閃
元
以
後
と
な
れ
ば
節
度
使
た
る
の
で
あ
る
｡

l
【
一
1■

叙
ト
lLは
ホ
岸
の
序
説
ItJ
L
で
簡
緋
の
兵
抑
糖
化
F
叶
乃
兵
鞘
か
-5
回
巨
頭
わ
.J
琉
翠

こ
起
./
..
Tf
こ
町
野
賢
つ
竪
右
巨
)
こ
し
7
,-

lノ･
1
'
イr
I
.
･･I
･'Ei
)

｣
■
-71
tト･･r.ノー
､..N
けUトと.1
一nu
､く
く
7′
く

珊
解
す
る
上
仇
於
で
の
読
破
た
ら
し
め
fJ
と
致
し
舟
の
で
あ
る
が
.
i(
鰹
頗
郭
の
兵
即
は
堅

Fj時
代
を
時
間
的
蹄
界
と
し
て
斬
後
の

二
期
に
分
ち
得
ら
れ
､
前
期
は
園
内
の
府
兵
制
も
遭
防
の
軍
群
別
も
完
備
充
茸
し
て
ゐ
て
そ
の
運
用
が
囲
滑
に
行
は
れ
'
折
衝
府
の

兵
総
計
約
六
拾
商
人

･
連
防
軍
の
兵
総
計
約
六
拾
高
乃
至
七
拾
寓
で
あ
り
'
そ
れ
に
禁
軍
の
兵
的
拾
甫
で
あ
る
か
ら
'
線
計
萱
百
三

拾
甫
乃
至
萱
首
四
拾
常
人
で
あ
る
｡
後
期
は
禁
軍
も
折
衝
府
の
軍
も
仝
-
加
療
し
て
'
濁
り
連
防
軍
の
み
が
そ
の
勢
盛
に
し
て
､
節

度
使
が
管
内
の
兵
政

･
財
政
を
其
の
手
中
に
掘
る
結
果
は
'
達
防
軍
は
宛
と
し
て
節
度
使
の
私
有
兵
た
る
か
の
如
き
有
様
と
な
-
1

其
の
兵
力
も
轟
々

増
大
す
る
の
み
に
し
て
､
随
つ
て
中
唐
時
代
以
後
の
速
防
軍
の
賛
兵
員
数
は
的
確
に
は
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
-
'
少
-
と
も
初
唐
時
代
に
於
け
る
規
定
の
兵
員
数
よ
り
も
遠
に
多
大
な
り
し
こ
と
な
ら
む
こ
と
の
み
を
推
測

rj
得
る
に
己
む
の

み
｡却

詑
府
兵
制
の
未
だ
寮
乱
せ
ざ
る
時
代
の
鱈
兵
員
数
六
拾
常
人
の
こ
と
は
如
く
措
き
'
本
籍
に
於
て
問
題
の
封
象
と
せ
る
適
防
軍

の
こ
と
に
就
き
て
考
察
せ
む
に
'
其
の
練
兵
貞
数
を
六
拾
寓
人
な
-
と
し
て
も
'
之
に
給
輿
す
べ
き
衣
糧
の
費
は
菅
に
美
大
な
る
も

の
な
-
L
L
Jと
を
想
見
し
得
る
｡
唐
代
に
於
け
る
軍
糧
即
ち

兵
蝕
に
威
き
て
は

『
新
庸
菩
』
.食
貸
志
に
相
営
畳
の
記
載
を
属
し
て
あ
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-
･
･
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㌦

量

る
が
'
遺
憾
な
が
ら
詳
細
な
る
計
数
や
統
計
の
記
載
に
於
て
挟
-
る
朋
が
あ
る
｡
天
賓
年
間
､
鍔
六
拾
首
相
を
以
て
諸
道
に
蹴
し
て

軍
飴
な
り
し
な
る
べ
く
'
共
の
大
略
は
知
-
得
て
も
兵
員
各
員
に
封
す
る
給
輿
が
如
何
な
る
程
度
の
も
の
な
り
し
か
は
､
比
の
細
説

的
記
漂

て
芝

嘉

挙

る
こ
と
が
出
雲

｡
或
誓

窟

書
食
貸
志
に
.
徳
宗
時
代

H

T
謂

閂

1
諜

鍔

に
於
け
る
速

防
の
兵
駒
を
赦
し
て

二
･二

【JLAriH

R_
J1
人ノ
〓
EZ.∃う
ーP此
所叫dィ
二
｣
･左
≠
ノ

｣T
IYTl)7~
･匹

ノ
/
i
･′
』β

]昔
7m
.M仁
Lq′
f
g
和
一t笥
‖

十
七
龍
料
?
皆
野
私
闘
中
?
笠
相
隣
敦
以
7繭
中
潮
購
叫
諸
l]利
描
?
刊
レ
璽

項
線
蔑
別
?
.計
]]諸
旅
館
凍
ペ
寧
哀
余
部
慣
四
十
有
餅
｡
氷
儲
七

十
7
別
i
年
和
輝
之
数
.
軍
商
運
之
二
年
?
7
斗
帽
運
と
資
.
草
加
碓
ウ誌

斗
?
琴
海
連
な
賓
･.過
｡
存
議

運
7以
備
レ
時
b
華
1Til

l
Tあ
F･t.
拾
七
筒
の
典
の
規
に
ijE,南
に
釈
十
七
敵
船
毅
給
し
か
te
.■℃
あ
.Iも
か
ら
､
転
封

二
uf
n
一缶
窮
ま
緊

一
別
ih;り
;
-
,
･･,
が
知
れ

.

る

の
み
で
､
其
の
他
の
こ
と
は

大
局
の
主
計
的
記
載
た
る
に
過
ぎ
ず
'
成
季
個
々
が
如
何
な
る
生
活
的
待
遇
に
在
り
し
か
'
そ
の
1

～

兵
の
衣
食
の

1
年
間
の
費
が
幾
何
許
な
り
し
か
な
ど
の
こ
と
は

1
朝
之
を
明
に
す
る
こ
と
が
出
奔
ぬ
｡
侍
同
書
食
貸
志
に
任
意
宗
の

元
和
牛
問

詰

7
畑
票

〓

1
Sl
l
∞
鞘

の
軍
糧
の
こ
と
見
え
,『
苦

萱

竿

六
･
穆
宗
本
紀
に
豊

莞

年

譜

遠

望

印
度

の
要

の
こ
た

同
書
警

九
上
.
警

本
紀
に
は
成
翌

年

醜
讐

蛋

前

島

警

詰

責

て
称
賛

嘉

､
同
書
竿

九
下
'
債
雲

紀
に
は
光
莞

年

配
撃

畑
崇

鞘

四
月
乙
卯
朔
'
田
命
孜
が
墓

碑
竿

軍
使
と
し
て
そ
の
軍
蓬

得
芸

心
せ

る
記
載
な
ど
が
あ
る
が
'

何
れ
も
抽
象
的
記
述
た
る
上
に
.

詳
細
な
る
数
字
が
無
い
か
ら
'

兵
駒
供
給
策
論
と
し
て
は
債
値
あ
る

も
､
本
簾
に
て
目
的
と
す
る
が
如
き
兵
士
の
給
輿
の
賛
情
を
知
ら
む
と
欲
す
る
場
合
に
は
あ
ま
り
適
切
な
る
史
料
で
は
な
い
小

前
述
の
通
わ
'
開
元
十
年
の
張
説
の
滅
兵
以
遠
'
唐
朝
の
達
防
軍
の
紙
数
は
略
ぼ
四
拾
寓
乃
至
五
拾
寓
の
間
に
あ
る
も
の
と
葛
つ

唐
の
天
守
時
代
に
於
け
る
河
西
遥
遠
防
軍
の
衣
槙
給
輿
にこ
就
き
て

第
四
巻

三
七

第

一都

三
七



唐
の
天
賓
時
代
に
於
け
る
河
西
道
連
防
軍
の
衣
板
絵
興
に
就
m
Jで

第
四
番

三
八

第
l
来

三
八

た
の
で
あ
る
が
こ

天
莞

年

産

1
切
竺

稗

晋

に
天
下
三
百
二
十

l
州

･
八
首
震

州
に

十
節
度
経
略
使
塞

い
て
避
雷

充
責
し
て
以
遠
は
'

7
度
飢
兵
せ
ら
れ
た
る
達
防
軍
が
復
た
増
員
せ
ら
れ
'
『
資
治
通
鑑
』
撃

看

十
五
､
唐
紀
111十

二

天
賓
元
年

.

の
候
に
擦
れ
ば
'
安
西

･
北
塵

･
河
西

･
朔
方

･
河
東

･
羅
陽

･
平
鹿

･
髄
右

･
創
南

･
嶺
南
の
拾
節
度
経
略
使
統
率
の
通
防
軍
蛙

に
備
州
的
領
の
長
米
経
略
僻
の
兵

?
千
五
甘
人

･
軒
州
所
領
の
東
新
守
耗
僻
の
兵
及
び
苧
州
所
願
の
東
卑
守
雄
促
の
兵
そ
れ
く

!

千
八

丁
討
二
千
五
百
人
を
概
汁
す
れ
ま
.
1
jを
員
王
'E3T4
=
-J
毎
J
L)巨

/､
享
iJ
rl
汀
己
i

LJ
)
.h
■
Llh
J
二

A
A
n
ヲ
き

し■.

に

引

け
る
賀
紀
陀
天
筆

九
年
現
在
の
兵
の
絡
薮
五
指
七
寓
四
千
七

百
三
十
三
人
と
謂
へ
る
は
'
賓
は
天
下
健
見
聞
腰
麻
等
の
属
数
む

も
加
算
せ
る
も
の
促
し
て
､
純
粋
の
連
防
軍
は
約
五
拾
商
人
と
観
る
べ
き
で
あ
ら
う
｡
此
の
約
五
拾
寓
の
兵
糧
の
上
に
八
寓
飴
匹
の

馬
億
を
も
要
し
'
閑
元
以
前
に
は
毎
年
造
兵
に
供
給
す
る
衣
糧
額
通
計
二
百
貰
疋
斜
に
過
ぎ
ざ
り
L
が
'
天
賓
以
後
蓮
牌
の
要
請
に

よ
-
tL
漸
次
兵
月
を
増
加
し
た
る
葛
'
毎
歳
衣
服
材
料

l
千
二
拾
寓
疋
･
糧
食

l
百
九
十
葛
餅
と
謂
ふ
互
額
に
上
り
･
公
私
共
に
費

に
弊
し
て
民
度
は
漸
く
其
の
負
猪
に
堰
へ
難
-
葛
つ
た
と
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

常
時
の
兵
三

人

養

分
の
糧
食
の
量
は
果
し
㌔
莞

許
の
も
の
苦

し
か
｡
差

こ
れ
姦

格
に
す
れ
ば
具
し
て
莞

許
菅

/

し
か
を
探
ら
む
に
'
量
の
問
題
は
駐
在
地
並
に
時
代
の
差
異
あ
･sl
て
も
'
度
量
衡
制
に
さ
へ
差
異
無
け
れ
ば
大
性
愛
化
な
き
筈
で
あ

る
か
ら
'
必
ず
し
も
天
聾
初
期
の
史
料
に
揺
ら
す
と
d
/
以
て
天
賛
初
期
の
そ
れ
を
知
り
得
る
筈
で
あ
る
.
『
賓
沿
通
鑑
』
巷
二
百

三
十
二
､
唐
紀
苧

八
'
禁

の
貞
元
=
年

鴎
聖

篭

鵠

七
月
の
讐

'
李
泌
が
宝

箕

雷

雲

し
た
る
記
述
が
見
え
て

ゐ
る
が
'
其
の
中
に
攻
の
如
き
文
句
が
あ
る
.
日
-

今
歳
撃

関
東
莞

成
TZ京
西
J者
十
七
蛮
人
｡
計
歳
食
二軍

百

四
海
鮮
?
今
粟
斗
直
貫
九
十
o
撃

絶
三
空
ハ
馬
絹
-0



拾
七
常
人
竺

壱

四
高
科
と
謂

へ
は
兵
卒

1
人

1
年
の
消
費
積
量
は
j
･
E
し
く
拾
式
別
.

一
ケ
月
に
l
斜
で
め
る
.
]

斜
は
市
は
十

斗
の
名
な
-
L
も
'
支
那
近
世
に
で
は
五
斗
を
以
て
l
掛
と
辞
し
'
唐
代
に
於
て
も
既
に

l
斜
は
十
斗
に
非
ざ
る
を
以
て
t

l
日

分

は
萱
升
五
合
ば
か
り
に
か
嘗
ら
ぬ
o
天
賛
時
代
の
凌
防
軍
の
兵
士
も
大
鰻
此
の
如
き
も
の
な
り
L
と
監
は
れ
る
か
ら
'

1
年

1
人
拾

坑
斜
と
し
て
計
算
す
れ
ば
､
天
寧
初
期
達
防
軍
約
五
拾
常
人
の
食
ふ
べ
き

1
年
分
の
そ
の
総
額
は
六
百
貰
斜
､
月
額
と
し
て
五
拾
高

射
で
あ
る
.
そ
の
債
格
は
駐
在
地
並
に
時
代
の
差
異
に
よ
-
債
の
貴
膿
が
あ
る
か
ら
.

一
概
に
は
謂
へ
ぬ
が
､
偶
に
李
泌
の
言
を
以

て
す
れ
ば
t

l
斗
百
五
十
文
に
て
1
射
七
百
五
十
女
t

l
年

一
人
拾
二
料
に
て
九
千
女
即
ち
九
糖
で
あ
る
O
更
に
こ
れ
を
天
聾
時
代

L̂
.lJ.dl
各
こ
胎訳
∩ノ
こ
きIF
胡
勺
こ
dEE
串,.;1
L
lr
rl
ガム
t
的仰
山割
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山上
打刻
臣
il{na斤
小乾
敷
ハ.71･d私
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,･L,･M
･.ZtlU
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穀
八
･i
fir
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TT.n封,m
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がu
奴T
･TI
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iJ
蛭
ヨ葺
#hlこ
豪
.ワ
⊂
J/r
r
n話｣
/
目許
S
O
七
つ
tifヒrT.,｢こ
E
T7十
九TT{
こ
糾
し邑
ノヽ
frJ･文
白
.i]賢
か
礼
コ
L
t:耳
こ

｢
か
叫
｣＼
｣ヽ

S

l
ノ
r
J多
-虹ポ
ト
l
つ
Lr'
L〇

l火
､
ノ-ノrヶー
′千

..

-1山
/レ
ム一什Ti-
l一
二三JILr
..1
1･I
J一つ
′′dk
/HV
u
lurT
止
八ま
1･T一Jl.JJ
[
盲m叩｢
--
1
丁
エ

F/

一/し
く
-
し
｢
､
ェ
人血ゾ

r
L.レ
.イ
･]イ

が
'

そ
の
首
尾
を
省
略
せ
る
の
み
な
ら
ず

､
文
書
の
形

式
を
変
じ
且
つ
肝
要
な
る
文
字

に
誤
譲
と
誤

篤

と

が

多

い
か
ら
､
信
掃
し
て

利
用
し
難
い
憶
が
あ
る
｡
比
の
備
図
第
歩
容
四
八
競
文
書
の
紙
表
は
朱
書
の
俳
数
々

叢
書
ら
し
い
が
､
紙
背
は
都
べ
て
官
署
の
経
済

出
納
文
書
で
'
馬
思
簡

･
責
景
曙

･
宋
息
亮

･
超
敬
徴
等
の
約
粟
朕
､
宋
無
浸

･
重
宝
芝

･
李
産
金

･
張
欽
明
以
下
康
仁
布
に
至
る

ま
で
の
各
細
葉
喋
が
あ
-
.
そ
の
大
部
分
は
典
の
部
伯
乃
と
孔
目
判
官
の
某
が
取
-
扱
っ
て
居
-
'
取
扱
者
の
署
名
の
箇
虞
に
各
々

曲
尺
牽
寸
八
分
四
方
の
禾
印
竺

幸

二
行
に
排
宇
せ
る

｢
重
度
軍
印
｣
が
押
捺
せ
ら
れ
.
年
紀
は
悉
く
天
賛
六
載
十
二
月
十
日
前
後

に
し
て
'
同
月
十
四
日
よ
り
十
九
日
に
至
る
ま
で
の
間
に
受
附
け
ら
れ
て
居
-
'
何
れ
も
互
罷
軍
の
軍
倉
に
軍
用
粟
即
ち
豆
膚
軍
用

の
兵
蝕
を
納
め
た
る
牒
文
で
あ
る
.
依
-
て
余
は
之
を

『
天
賀
六
載
十
二
月
豆
慮
軍
軍
倉
収
納
莱
文
書
』
と
命
名
し
て
居
る
.
今
そ

の
首
部
の
若
干
を
併
示
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

唐
の
天
資
時
代
に
於
け
る
河
西
通
達
防
軍
の
衣
糧
給
典
に
就
き
て

第
四
巷

三
九

第

l
戟

三
九

-

で

一



唐
の
天
聾
時
代
に
於
け
る
河
西
道
連
防
軍
の
衣
穏
給
典
に
就
N
,
て

〔前

部

妖

統

括
〕

第
四
魯

四

〇

第

1
鞍

四

〇

･

.J,.･
.･

{

･･･.
I:
=

J.

盲
姓
妻
景
野

菜
萱

伯
碩

百
姓
宋
偲
売

粟
萱
伯
碩

牒
0
枚
徴
等
0
4T･有
二
上
作
粟
補
講
=交
蔀
?

EE=
]鹿

卦

叫
講

媒
';.

天
聾
六

載
十
二
月

日

行
者

趣
敬
徴

牒
e

蛋

/

-

ア

ム

･

ヰ

雪

-
L
ア

十
二
月
十
七
日
典

部
伯
乃
交

孔
目
判
官

車
.:I.i..L･
一予
.



■l
r

粟
萱
伯
硬

膜
｡
無
環
今
有
二
上
件
粟
?

講
喜
納
軍

一交
乗
?

謹
膜
｡

天
賛
六
載
十
二
月

日

行
客

宋
無
我

膜
｡

打

r

L
酌

ソ
.
乙

叡
了
を

ナ

ノ
7

ム

｢

十
二
月
十
七
日
典

弥
伯
乃
交

_ー1■･._
日日一1
1

り

す

LLLLや丁場
H

mTkI

い乍

皇'
:
'

''
'l.L....
1･I:.:.

此
等
の
牒
文
に
焼
き
で
統
計
愛
育
二
手

二
行
の
経
済
文
書
が
遣
存
し
て
ゐ
て
'
其
の
首
の
も
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

軍

食
行
客
任
悲
予
納
交
桑
葉
萱
伯
捌
碩
陸
封

基

｡

右
奉
制
令
槍
網
前
件
人
交
桑
葉
約
諾
具

上
着
遠
位
槍
納
話
具
状
如
前
述
鐘
状

I.･ri･束
W
l

唐
の
天
賓
時
代
に
於
け
る
河
西
講
壇
防
軍
の
衣
糧
給
異
に
就
き
て

7
第
田
巻

四

一

第

1
戟

四

l



庶

S
天
賛
時
代
に
於
け
る
河
西
追
返
防
軍
の
衣
糧
給
輿
に
裁
き
で

)
弟
･田
巻

匹
二

第

蒜

四
二

牒

件

耽

如

前

謹

牒

天
賛
六
載
十

1
月

日

興

索
高
明

興

部
士

廊

こ
れ
以
下
に
は
天
質
六
載
十

一
月
失
名
氏
納
粟
'
十

一
月

廿
九
日
興

部
伯
乃
'
孔
目
判
官
某
受
附
牒
あ
り
て
比
の
桶
牒
共
に
天
地

噸
倒
し
て
介
在
し
て
膳
る
｡
比
の
二
腰
丈
に
も

｢
汀
茂

軍

畑｣が
淑
扱
者

の
半
端
の
佃
鮭
に
押
捺
J･Flら
れ
-･r
.居
･,rDr･.
甲

レ
て
比
の
貨

軍

二
十
二
行
の
経
碑
文
著
は
首
尾
完
全
な
ら
す
'
中
間
竺

ハ
箇
鹿
の
総
社
あ
り
て
挽
紙

･
脱
文
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
'
其
の

残
巻
の
末
尾
に

右

於

常

軍

天

賛

四

載

和

粂

疋

段

等

具

備

慣

〔以

下

紙

幅

挟

如
し

件

於

□

前

と
あ
る
か
ら
'
此
の
量

が
天
賓
四

･
五

二
ハ
載

詰

一
業

門

l
E
l
G
E
i4
3
4
,等

の
震

軍
の
軍
倉

へ
の
入
冥

･
入

疋
段
の
収
翌

書
な
る
こ
と
は
略
ぼ
明
で
あ
る
と
思
は
れ
る
｡
而
し
て
右
の
文
書
の
牒
文
中
'
及
び
後
に
逆
録
せ
る
根
本
史
料
に
管
見
す
る
柔
の
字

は
確
の
字
の
昔
時
に
於
け
る
煙
俗
字
で
あ
り
'
蓋
し
略
書
よ
り
来
由
す
る
庶
居
間

の
通
行
字
で
あ
ら
う
｡

三

富
慮
軍
に
就
い
て
は
史
料
の
関
係
よ
-
後
節
に
於
て
種
々
説
明
を
加
ふ
る
預
定
で
あ
る
が
'
唐
代
の
倣
燥
地
方
は
漢
民
族
と
非
漢

民
族
と
の
雑
居
に
て
異
族
語
の
常
伺
多
-
.
比

の
豆
虞
な
る
語
は
鮮
卑
民
族

の
語

の
漢
字
音
詩
に
し

て漠
等
す
れ
ば
蹄
義
の
憩
で
あ



.･

･-.･一
,.

.
･

∴
J.量

-
､鮮
卑
民
族
の
慕
容
氏
の
某
容
葺
が
貌
よ
旦
且
慮
氏
の
姓
を
賜
は
-
て
以
遠
は
姓
氏
と
し
て
も
存
す
る
W.uJ
然
ら
ば
竜
虎
氏
は
節
義

望

遠

軍
は
霊

軍
の
意
に
し
て
,
蓋
し
宣
誓

は
蘭
の
薫

の
大
中
五
年

詣

這

聖

紳

以
後
の
沙
州
の
掃
萱

の
名
稀
の
前

身
か
･と
息
は
れ
る
｡
要
す
る
に
唐
代
河
西
道
連
防
軍
十
軍
中
の
1
軍
に
し
て
､其
の
本
営
は
沙
州
城
内
に
置
か
れ
､
四
千
二
.百
人
の
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軍
倉
牧
鋼
業
支
署
で
は
あ
る
が
'
此
の
諸
物
債

の
明
記
せ
ら
れ
あ
る
箇
庭
は
天
雫
四
裁
定
に
於
け
る
豆
膚
軍
軍
倉
収
支
経
蹄
計
算
史
書

の
残
巻
で
あ
る
か
ら
.
此
の
悌
関
節
蓉
参
四

八
故
紙
背
文
書
は
'
之
A
･j厳
軒
に
命
名
す
れ
ば

『
天
賓
四
載
乃
至

ハ
琴

且
併
軍
軍
倉
牧
的
穀
物
並
に
取
立
経
緯
討
算
文
革
B
と
謂
ふ

の
が
最
も
通
常
で
あ
ら
う
.
文
書
の
時
代
は
既
に
末
尾
に
右
於
官
軍
末
葉
四
戦
利
&
云
々
と
あ
れ
ば
'
そ
の
四
戟
以
後
､
寧
ろ

五

薮

に
於
て
前
年
の
収
支
決
算
を
明
記
し
た
る
も
の
と
考
察
せ
ら
れ
'
文
中
に
倣
塩
郡
の
名
栴
あ
れ
ば
沙
州
の
も
の
た
る
こ
と
明
で

あ
る

が
､
天
賓
四
栽
度

に
式
高
段
の
疋
島
を
武
威
郡
に
支
出
し
て
和
籍
を
致
す
こ
と
と
な
-
.
絶

･
絹

･
練

･
綿
等
惣
て
萱
帯
締
肝
睦
伯

染
拾
捌
屯
疋
重
文
伍
尺
邸
寸
飴
を
以
て
之
を
苦
行
し
た
-
と
い
ふ
文
句
見
え
'
而
し
て
此
の
武
威
郡
は
信
州
に
し
て

『
新
唐
音
｣
巷

′

四
十
'
地
珊
志
四
の
記
載
に
徴
琵
す
れ
ば
､
筏
に
詮
-
所
の
弄
水
軍

･
i<
斗
軍

･
烏
城
守
捉

･
張
枝
マ
捉

二
父
城
守
捉

･
白
亭
軍
の

駐
在
す
る
地
方
な
れ
ば
'
比
等
の
軍
需
品
は
赤
水

･
大
斗
の
諾
軍
に
要
し
た
る
も
の
と
息
は
れ
る
n
比
の
文
吉
に
て
斗
升
合
の
升
を

.･
一

ば
升
ま
た
は
昔
時
茸
過
の
習
な
る
新
の
字
を
梢
ひ
ず
し
て
'
節
の
字
を
使
LpfF
し
か
る
は
.

一
見
R
/芋
か
音
字
孝
7(1
か
の
如
-
誤
解
さ



洩

響

憾

層

暫

賓

を
儀
夢

ト

れ
易
い
虞
が
あ
る
が
'
頬
論
看
過
に
緑
由
す
る
文
字
で
'
胃
の
字
を
以
て
す
る
こ
と
も
常
時

l
股
の
習
俗
と
し
て
唐
く
慣
行
せ
ら
れ

て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
決
し
て
誤
記
で
も
誤
篤
で
も
な
-
'
比
の
習
俗
は
遠
-
梅
波
を
凌
い
で
皇
国
に
さ

へ
も
流
侍
し
た
る
も

の
で
'
正
倉
院
尊
痕
の
経
済
関
係
文
書
に
放
て
も
之
を
見
る
の
で
あ
る
｡
佃
は
劉
復

の

『
敦
焼
損
琴
コ
中
輯

｢
魂
六
六
｣
に
逆
銀
せ

る
も
の
は
悉
く
安
物
の
時
偵
を
十
倍
に
誤
記
誤
解
し
て
居
る
｡
JJ
れ
は
本
文
に
封
偶
州
文

･
斗
惜
二
十
九
文
な
ど
と
あ
る
封

･
斗
の

文
字
が
原
文
書
に
於
て
草
書
鰐
に
書
か
れ
て
謝

･
計
な

どと
あ
る
の
を
漸

･
升
の
字
と
誤
譲
せ
る
甥
に
起
-
し
誤
に
し
て
'
例
せ
ば

].
斜
の
傾
〓
亭

文
戎
t
i
T
手

九
女
な
る
を
悉
く

l
升
の
債
と
誤
為
し
て
屠
る
.
此
等
が

1
斗
の
慣
な
る
こ
と
は
'
量
額
と
其
の
維
慣

額
と
を
計
算
照
合
す
れ
ば
趣
め
て
容
易
に
分
明
な
る
に
拘
ら
ず
､
浬
黙
と
博
荒
し
て
升
偵
と
名
せ
る
は
軒
率
な
り
･と
謂
は
な
け
れ
ば

■
二
r
l
)
･'Eu
.･1)
F∃
)
E.
1･･
p
-ナ
W
r〓
1
引
こ
A人
し
‥工
へ
｡
･J
一日只
L
j
U
ILiL
/
′
＼
‥阻
hr,rrL､

な
ら
洗
(
伊
方
す
か
は

某
喪
章
b
tLur
膏
･-l
-
二
手
LILL
仁
汐
で
JJ
.侶
b
L攻
TJU

･
･t僻
三
T
E
プ
Tr･
:

才
.i;
才

ノ
石
′ー

‥
1
1

-
寿
4
.ノ

貫
萱
首
二
十
文
と
な
-
F
,,史
書
の
示
す
通
で
あ
る
が
.
若
し
劉
復
の
如
-
之
を

山
升
債
と
す
れ
ば
組
慣
節
が
六

拾
萱
貫
二
笥
文
と
濁

-
て
十
倍
と
な
り
原
文
書
の
記
載
に
合
致
せ
ぬ
こ
と
と
賃
る
o
そ
の
他
皆
之
に
準
じ
て
正
し
-

一
斗
の
慣
な
の
で
あ
る
｡
倍
の
字
は

そ
の
普

コ
'
佑
債
な
ど
と
熟
字
す
る
字
に
し
て

｢
ア
タ
ヒ
｣
の
意
'
『
新
暦
芦
□
巻
萱
百
五
十

一
､
睦
長
源
侍
に

｢
高
]]塵
慣
]腰
二島

佑
一｣
な

ぜ
と
使
用
せ
ら
れ
た
る
例
あ
り
'
偶
の
字
と
同
義
に
解
し
て
宜
し
S
｡
比
の
D.天
賓
四
載
乃
至
六
載
豆
贋
軍
軍
倉
収
支
経
済

計
算
文
書
』
の
示
す
所
に
て
は
'
真
空
斗
憤
二
十
七
文
乃
至

二
十
二
支

･
床
萱
斗
債
二
十
七
文

･
音
容
萱
斗
憤
三
十
文
乃
至
二
1+
五

文

･
小
変
重
斗
慣
≡
十
二
支
乃
至
三
十
七
文

･
武
重
萱
斗
演
二
十
九
文
乃
至
三
十
四
文

･
大
生
絹

1
疋
憤
四
石
六
拾
五
文

･
河
南
府

所
産
織
豊
疋
慣
六
雪

二
十
字

線
緋
畳
疋
慣
五
百
五
十
文
･緯
線
萱
疋
慣
四
百
六
拾
文

･
大
純
量
屯
偵
萱
首
五
十
文

･
大
細
萱
疋
慣
四

百
六
十
文

･
院
郡
所
産
熱
総
室
疋
債
六
百
文
で
あ
る
｡
此
の
中
で
粟

･
青
琴

小
琴

碗
豆
な
ど
の
斗
債
に
両
種
あ
る
は
同
じ

1
年
間

膚
の
天
菅
時
代
に
於
け
る
河
西
迂
遠
防
軍
の
衣
板
絵
典
に
敢
き
て

第
四
懸

五
三

第

1
既

ノ
五
三

＼
●
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唐
の
天
蟹
時
代
に
於
け
る
河
西
過
退
防
軍
の
衣
櫨
給
輿
に
就
き
T

第
四
巻

五
四

第

1
凝

五
四

に
於
て
の
こ
と
な
が
ら
'
季
節
の
如
何
に
よ
-
て
時
債
に
壁
動
あ
り
lL
こ
と
を
語
る
も
の
な
る
べ
-
'
何
れ
も
等
し
-
萱
斗
に
つ
き

五
文
宛
騰
貴
し
て
居
る
が
'

こ
れ
は
各
々

の
収

穫期
と

端境
期

とに
於

け
る
購
貴

の差
異

で
あら
う
と

想
ほ
れ
て

甚
だ
興
味
が
深

い
｡
端
境
期

の
現

物
減
少
の

時
期
に
於
て

約
壁

割五
分

乃

至試
割

の
慣
格

騰
貴
で

ある韓
で

あ
る

o

此
の
天
賀
四

,
五

二
ハ
載

頃
の
某
債
を

以
て
前
述
の

兵
卒

一
人

一
年
分
の
捜
食
豊
治
武
脚
部
ち

六
頓
を
計
算
す
れ
ば
'
普
斗
信
二

｢
七

史
な
れ
ば
誉

LL
六
百
式
拾
文
､
唐
音

偶
｡
1.+
二
文
な
れ
ば
壁
千
九
百
武
治
文
と
な
り
'
金
婚且
個
牛
の
慣
格
の
鞍
柁
た
考
旗
に
初

へ
て
見
る
時
は
'
兵
卒

一
人

一
年
の
糧
食
費
は
萱
千
七
百
七
十
文
'

1.
箇
月
に
で
は
豊
百
b
l
G
T拾
文
内
外
と
な
る
o
李
泌
の
時
代
は
粟

債
葺

百
五
拾
文
と
謂
つ
て
居
る
か
ら
'
之
豊

富

慣
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
禁

の
莞

=
年

鎧

遠

州
轟

の
こ
と
に
し
て

芸

の
天
賓
E
T
･
五

二
ハ
載
頃
豊

】
加
盟

〓
】
加
禁

軒
よ
-

四
拾
年
許
も
管

の
こ
と
に
し
て
､
諸
物
慣

蒜

に
讐

し
尿

-
し
鶏
と
'
李
泌
の
設
け
る
将
兵
は
敬
煙
地
方
な
ど
の
僻
地
と
異
な
り
て
'
首
都
長
安
の
西
郊
忙
戊
守
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
'

首
都
郊
桐
の
こ
と
と
て
'
諸
物
債
は

1
般
に
高
慣
な
る
等
で
あ
る
と
共
に
'
こ
れ
は
特
殊
な
る
現
象
な
る
か
も
知
れ
ぬ
o
『
唐
骨
翠
n

奄
九
十
'
和
確
の
保
に
'
住
に
萱
箇
年
の
時
間
的
距
離
し
か
な
い
卓

空

事

の
葉
番
に
就
い
て
攻
の
如
き
記
載
あ
り
'

〔阜
R
ll年
〕
十
7
月
｡
度
支
･

又
請
丁

度
支
給
践
添
Tf成
四
十
寓
貫
?
令
.L
兄
兆
府
o
今
年
内
服
一南

東
夢
五
十
鴇
石
?
以
備

垂

倉
=O

.

詔
従
レ之
｡

四
十
高
貫
を
添
加
す
る
は
今
年
牧
確
す
る
粟
番
の
葛
の
代
金
で
あ
る
か
ら
四
十
寓
貫
を
以
て
葉
番
五
十
高
石
が
買

へ
る
課
で
あ
る
〇

四
十
寓
貫
は
四
億
文
な
れ
ば
'
こ
れ
に
て
五
十
筒
石
を
購
入
し
得
る
常
時
の
粟
参
萱
石
の
時
債
は
八
百
女
の
筈
に
し
て
､
随
つ
て
登

斗
債
は
八
拾
文
で
あ
る
｡
時
代
を
異
に
L
t
ま
た
首
都
の
こ
と
な
れ
ば
'
天
賛
四

･
五

二
ハ
戟
頃
の
敬
蛙
と
い
ふ
僻
陳
地
方
の
畳
斗
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葦

--
-葛
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･.

･
∫
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･
･･
･

-

.
言

量

慣
二
十
七
文
乃
至
三
上

支

な
る
に
比
較
す
れ
ば
､
二
倍
額
乃
至
三
倍
で
あ
つ
て
も
特
に
怪
し
む
に
足
も
ぬ
で
あ
ら
う
が
.
此
の
登

斗
償
八
拾
文
の
も
の
が
'
同
じ
地
域
に
於
て
､
す
ぐ
翌
貞
元
二
年

に
費
百
五
拾
文
な
り
と
は
精
々

其
の
懸
隔
が
大
に
過
ぐ
る
雄
が
あ

る
.
恐
く
は
こ
れ
特
殊
の
事
情
に
経
由
す
る
特
殊
現
象
で
あ
ら
う
か
ら
'
以
て

1
殻
的
な
老
嬢
標
準
と
は
属
し
難
い
と
思
ふ
｡
倣
煙

相
方
は
僻
陳
で
あ
る
か
ら
､
こ
れ
亦

l
般
普
通
よ
り
は
稽
々
韓
債
で
あ
ら
う
と
推
測
せ
ら
れ
る
が
'
し
か
し
斯
様
塑
且
膚
軍
と
い
ふ

達
防
軍
の
軍
倉
の
収
納
合
計
簿
に
見
え
る
債
で
あ
-
､

且
つ
1
般
に
達
防
章
の
駐
在
地
域
は
徽
短
地
方
に
頬
似
せ
る
経
済
事
情
の
袖

に
し
て
.
諸
物
債
の
高
貴
な
る
中
原
や
首
都
地
方
の
如
き
地
域
で
は
な
い
か
ら
'
少
-
と
も
遁
防
軍
の
軍
糧

の
債
に
関
す
る
限
-
は

此
の
轍
燈
地
方
の
も
の
を
以
て

1
殻
を
席
し
て
も
'
甚
だ
し
き
過
誤
に
陥
る
よ
い
と
考
察
せ
ら
れ
る
o
然
ら
ば
汝
防
軍
の
兵
卒
の
翌

g箇
牛
の
糧
食
費
は
萱
人
音
千
七
百
七
恰
文
な
れ
ば
'
末
筆
間
期
の
達
防
軍
槽
故
五
拾
溝
八
の
rLJれ
は
渦
絹
八
S.:
八
甫
五
千
貨
女
:

*
rT

唐
の
天
菅
時
代
に
於
け
る
河
西
道
連
防
軍
の
衣
糧
給
典
に
裁
き
で

第
四
巻

五
五

第

l
凝

五
五


